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■不用品の値段を考える 

 

妹がフリマをやるというので便乗した。 

 

都立公園のフリーマーケットで、 

店舗数は 250店という規模だった。 

出品する物はいらない物だし元が取れればいいや、 

と思って値段を考えた。 

 

陶器の小物入れやアクセサリーなどを 100～150円で売った。 

最終的には 50円で売った品物もある。 

雑誌などの節約特集なんかでは、不用品をいかに高く売るか、という話になる。 

出品した不用品は、買ったのに使わない物や 

もらっても使わない物だ。 

 

高く売ろうなんて虫が良いよなぁ、と思う。 

低価格に設定したのは、私が不用品にしてしまった物たちを、 

どうにか使ってあげてください 

という気持ちと、安くなければ売れないだろうと思ったから。 

 

出店しているお店を見て回った。 

いろんな物が売られているけど、やっぱり服が多い。 

着用した服を 100～500円くらいで売っている。 

でも中には 2000～3000円くらいの強気の値段を付けている人もいた。 

 

欲しい物は少しくらい高くても買う。 

できるだけ高く売った方が、案外 

使ってもらえるのかもしれない。 

 

（アラサー女子） 


